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　昭和三十八年九月浦幌十勝川（十勝太河口側）の洪水防止を目的としトイトツキ地点に締切堤を築造し

て浦幌十勝川への分流を阻止した。

　以来洪水は解消され飛躍的な営農の安定と拡大が図られたが、流量の減少による滞流と土砂の堆積及び

河口の閉そくにより水位が上昇し流域一帯の内水排除が困難となって、農地の効果的活用の支障となるな

どの問題が発生した。
　このため関係住民の悲願により昭和四十六年期成会を結成、浦幌十勝川への導水を国に強力に要請、関

係各位の特段なる配慮により昭和四十七年これが浦幌十勝導水路工事として採択となり約九十億円余の巨

費を投入して工事の完成をみるに至った。

　この偉業を記念し、なお一層の地域の発展を願いこの碑を建立する。

浦幌十勝導水路記念碑

昭和五十七年六月

浦幌十勝川改修工事促進期成会　建立


